
MX-62
6チャンネルミキサー  

取扱説明書 

このたびはアツデンの製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。ご使用になる前に、この取扱説明書を必ず 

お読み下さい。お読みになった後は、後日お役に立つこともありますので、保証書と一緒に大切に保管して下さい。 

 
 

 

 

 

安全上のご注意  必ずお守りください 
お使いになる人や他の人への危害､財産への損害を未然に防止するために､必ずお守りいただくことを次のように説明しています。 

 

■表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 

 

この表示の欄は、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。 

 

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される」内容です。

 

 

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。（下記は、絵表示の一例です） 

 

この表示の欄は、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。 

 

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される」内容です。 

 

この様な絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 

 

・正しく安全にお使いいただくため、ご使用前にかならず本書を良くお読みください。 
 

・お読みになったあとは、必ず保存して下さい。 



警告 
 

■万一、煙が出ている､変なにおいがするなどの異常状態のまま使用すると､火災・感電の原因となります｡すぐに電源を切り､必ず電源プ

ラグ（またはＡＣアダプター）をコンセントから抜いて下さい｡煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください｡ 
 

■万一､内部に水などが入った場合は､まず機器本体の電源を切り､電源プラグ（またはＡＣアダ

プター）をコンセントから抜いて販売店にご連絡ください｡そのまま使用すると火災・感電の

原因となります｡ 
 

■万一､この機器を落としたり､キャビネットを破損した場合は､機器本体の電源を切り､電源プ

ラグ（またはＡＣアダプター）をコンセントから抜いて販売店にご連絡ください｡そのまま使

用すると､火災・感電の原因となります｡                

 

■電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）､販売店に交換をご依頼ください｡そのまま使用すると火災・感電の原因になります｡ 
 

■この機器を分解・改造しないでください。火災・感電の原因となります｡ 
 

■電源コードの上に重い物をのせたり、コードが本機の下敷きにならないようにして下さい。コードに傷が付いて、火災・感電の原因と

なります。(コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気付かず、重いものをのせてしまうことがあります。) 
 

■電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加工したりしないでください。火災・感電の原因となります。 

 

■表示された電源電圧以外の電圧で使用しないで下さい。火災・感電の原因となります。 
 

■この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流（ＤＣ）電源には接続しないで下さい。火災の原因となります。 

 
■この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器、または小さな金属物を置かないで下さい。こぼれたり、

中に入った場合、火災・感電の原因となります。 
 

■この機器に水が入ったり，ぬらさないようにご注意ください。火災・感電の原因となります。雨天，降雪中，海岸，水辺等屋外での使

用は特にご注意ください。 

電源プラグをコンセント 

から抜くこと 

 

■風呂場では使用しないでください。火災・感電の原因となります。 

 

注意 
 

■調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たるような場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。 
 

■湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。 
 

■電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふくが溶けて，火災・感電の原因となることがあります。 
 

■この機器の上に重いものを置かないでください。バランスが崩れて倒れたり，落下して，けがの原因となることがあります。 

 

■電源プラグ（またはＡＣアダプター）を抜くときは，電源コードを引っ張らないでください。コードに傷がつき，火災・感電の原因と

なることがあります。必ず電源プラグ（またはＡＣアダプター本体）を持って抜いてください。 
 

■濡れた手で電源プラグ（またはＡＣアダプター）を抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 

 

■移動させる場合は，電源を切り，必ず電源プラグ（またはＡＣアダプター）をコンセントから

抜き，機器間の接続コードなど外部の接続コードをはずしてから行ってください。コードが傷

つき，火災・感電の原因となることがあります。 
 

■お手入れの際は，安全のため電源プラグ(またはＡＣアダプター)をコンセントから抜いて行っ

てください。                  
 

■旅行などで長期間，この機器をご使用にならないときは，安全のため必ず電源プラグ（または

ＡＣアダプター）をコンセントから抜いてください。 

 

■指定以外の電池は使用しないでください。また，新しい電池と一度使用した電池を混ぜて使用しないでください。電池の破裂，液もれ

により、火災・けがの原因となることがあります。 
 

■電池を機器内に挿入する場合は，極性表示(プラス＋とマイナス－の向き)に注意し，機器にある表示通りに入れてください。間違えま

すと電池の破裂，液もれにより，火災・けがや周囲を汚損する原因となることがあります。 
 

■長期間使用しないときは，電池を取り出しておいてください。電池から液がもれて火災・けが，周囲を汚損する原因となることがあり

ます。もし液がもれた場合は，電池ケースについた液をよく拭き取ってから新しい電池を入れてください。また，万一，もれた液が身

体についたときは，水でよく洗い流してください。 

電源プラグをコンセント 

から抜くこと 

 

ＡＣアダプターを使用する機器のみ 
 

■この機器には，専用のＡＣアダプターをご使用ください。それ以外のものを使用すると火災の原因となることがあります。 
 

■ＡＣアダプターは，布や布団でおおったり，つつんだりしないでください。熱がこもり，ケースが変形し，火災の原因となることがあ

ります。風通しのよい状態でご使用ください。 



入力部
    LINE/MIC-HI/MIC-LO (電子ﾊﾞﾗﾝｽ)
    AUX  (ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ)　　
    EXT  (電子ﾊﾞﾗﾝｽ)

 
 

出力部
    LINE  (電子ﾊﾞﾗﾝｽ)
    負荷ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ
    基準出力ﾚﾍﾞﾙ
    最大出力ﾚﾍﾞﾙ
      
    出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ
    VUﾒｰﾀｰ基準ﾚﾍﾞﾙ

ﾊｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰ(HPF)ｶｯﾄｵﾌ周波数、傾斜

リミッター動作圧縮量

ファンタム電源電圧

総合特性
　周波数特性
　入力換算ﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙ(単ch入力)
      MIC-LO          
  出力ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾚﾝｼﾞ(単ch入力)
      LINE           
      AUX／EXT
  THD＋N (1kHz、最大－1dB 入力）
      LINE／MIC-HI／AUX／EXT
      MIC-LO

電源
消費電力
外形
質量

　　　　　　　　　入力
基準入力レベル
最大ゲイン
最大入力レベル
入力インピーダンス

非動作時出力レベル
         ＋26dBu相当
         ＋22dBu
         ＋15dBu
         ＋4dBu

動作時圧縮量
        5.6dB
        3.6dB
        1.5dB
        0.2dB

   LINE
＋4dBu
＋19dB
＋22dBu
   16kΩ

MIC-HI
    -
＋47dB
－6dBu
   5kΩ

MIC-LO
    -
＋66dB
－24dBu
  4.6kΩ

  AUX
－4dBu
＋25dB
＋16dBu
   9kΩ

  EXT IN
  ＋4dBu
  ＋0dB
  ＋22dBu
    18kΩ

XLR－3ピン(メス)×6 (CH1,CH2,CH3,CH4,CH5,CH6)
RCAピン(メス,L/R)×2 (AUX1,AUX2)
XLR－3ピン(メス)×2 (Lch,Rch)

      

XLR－3ピン(オス)×２（Lch,Rch）
600Ω以上
＋4 dBu 
＋22 dBu 以上(負荷10kΩ､１％歪)
＋20.5 dBu 以上(負荷600Ω､１％歪)
94Ω
＋4 dBu (0VU)

100Hz 、6dB／oct 

48±2V

20Hz ～ 30kHz（+0／-0.5dB以下）

-127 dBu以下(＋66dBｹﾞｲﾝ、A Weighted)

107 dB以上(0dBｹﾞｲﾝ、A Weighted)
110 dB以上(0dBｹﾞｲﾝ、A Weighted)

0.003 ％以下（負荷10kΩ､＋21dBu出力）
0.006 ％以下（負荷10kΩ､＋21dBu出力）

AC100V ±10 %
9W
W 435 × D 210 × H 44 (mm) (突起物含まず)
約2.8kg 

MX-62仕様
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・ ６chのＸＬＲバランス入力はマイクレベル(HI/LO)または +4dBu 基準のラインレベル、各ch独立に切り替えスイッチ付き

・ アンバランスステレオ信号を入力可能な２系統のＲＣＡピンＡＵＸ 入力

・ ＸＬＲバランスラインＬ/Ｒ信号をそのままミックス可能なＥＸＴ入力

・ ＸＬＲバランスラインＬ/Ｒ出力は +4dBu 基準のラインレベル

・ 48Vファンタム電源、各ch独立にON／OFFスイッチ付き(MIC)

・ 過大入力は各ch独立に入力ピークインジケーターで表示(LINE/MIC、AUX)

・ ミックス時の過大レベルをクリップすることなく押さえる低歪みリミッター機能、各ch独立にON／OFFスイッチ付き(LINE/MIC)

・ 入力信号の100Hz以下をカットするハイパスフィルター、各ch独立にON／OFFスイッチ付き(LINE/MIC)

・ 各入力ch信号をライン出力のL ch からR ch 間で連続的に定位させることが出来るパン機能、各ch独立に可能(LINE/MIC)

・ ＸＬＲバランスラインＬ/Ｒ出力レベルはピークインジケーター付きＶＵメーターで表示

・ 各入力ch信号のミックスレベルをコントロールするチャンネルフェーダー、ライン出力レベルをコントロールするマスターフェーダー

  (LINE/MIC、AUX)

・ ＶＵメーターは照明付き

主な特長

６chのバランスマイク入力またはバランスライン入力、２系統のステレオ信号入力、バランスラインＬ/Ｒ信号をそのままミックス

するＥＸＴ入力、バランスラインＬ/Ｒ出力を備えた１Ｕサイズミキサー。

ファンタム電源、リミッター、ハイパスフィルター、出力信号のパン機能、入力ピークインジケーター、出力ピークインジケーター

付きＶＵメーターを搭載。

使用上の注意
・ ケーブルを抜き差しする場合や、切替スイッチ等を切り替る際は、必ず入力調整ボリュームを絞るか、電源OFFの状態で行ってください。

・ 電源をONにする場合、接続機器が本機の仕様に合致しているか、必ず確認してください。接続機器の故障の原因になります。

6チャンネルミキサー  MX-62
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